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弘前大学 

【NO８ 弘前大学】 

 

 

 

 弘前大学 理学分野 
 

学部等の教育研究 

組織の名称 

 

理工学部（第１年次:300 第３年次:10） 

大学院理工学研究科（Ｍ:90 Ｄ:8） 

 

 沿     革 

 

 

 

 

 

 

 

大正９（1920）年 弘前高等学校創立 

昭和24（1949）年 新制弘前大学文理学部設置 

昭和30（1955）年  農学部設置 

昭和40（1965）年  文理学部を改組し、理学部設置 

昭和52（1977）年  大学院理学研究科修士課程設置 

平成９（1997）年 理学部、農学部を改組し、理工学部設置    

平成14（2002）年 大学院理学研究科を改組し、理工学研究科修士課程設

置 

平成16（2004）年 大学院理工学研究科修士課程を廃止し、理工学研究科

博士前期課程・後期課程に再編   

 

設 置 目 的 等 

   

   

   

   

   

   

 

 

  

大正9年、弘前大学理工学部・理工学研究科の母体の一つである弘

前高等学校は、高等学校令第１条に依り男子に精深なる程度に於て高

等普通教育を施し国家有用の人物を錬成し大学教育の基礎たらしむ

ることを目的として設置された。 

 新制国立大学の発足時には、弘前高等学校は、弘前大学文理学部と

して承継された。 

昭和40年、理学に関する教育及び研究を行い優秀なる人材を養成す

るとともに学術の進展に寄与することを目的に、理学部が設置され

た。 

昭和52年、社会の複雑な進歩に柔軟に対処できる科学技術の理論と

応用の研究能力及び幅広い学識とを身に着けた高度の科学技術者を

養成することを目的に理学研究科が設置された。 

平成９年、理学と工学の総合的・学際的融合に基づく新たな教育シ

ステムを構築し、基礎科学と応用科学に対する幅広い知識と学際的セ

ンスを備え、柔軟な適応力と創造性に富んだ人材の養成を目的に、理

工学部が設置された。 

平成14年、理学と工学の総合的かつ学際的な融合に基づく幅広い専

門知識と課題探求能力を有する高度専門性職業人を養成することを

目的に、理工学研究科が設置された。 

平成16年、幅広い視野と柔軟かつ総合的な判断力を持って課題に対

応でき、即戦力として活躍できる研究者と高度専門職業人を養成する
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ことを目的に理工学研究科博士前期課程・後期課程に再編された。 

 

 強みや特色、        

 社会的な役割        

 

 

 

 

 

 

 

弘前大学においては、世界と地域に対し、人材の育成と情報の発信

を行い、かつ、世界的教育研究拠点の形成を目指し、地域の活性化を

支える高い教養と幅広い知識を有する社会人と高度専門職業人の育

成に取り組んでいるところであり、以下の強みや特色、社会的な役割

を有している。 

 

○ 理学と工学の融合を理念とした教育を展開し、国際的な競争下に

ある企業の研究開発に従事する技術者等、高度な専門知識を身につ

けた人材育成の役割を充実させるとともに、学際的課題を解決し得

る柔軟で総合的な判断力を身に付けた人材育成の役割を果たす。 

 

○ 青森県をはじめとする周辺地域の理学教育の機会均等に資する。 

 

○ コアカリキュラムによる学部教育と大学院における汎用的理工

学教育の実施、国際交流協定校との交流・連携などの実績を生かし、

基礎科学教育とそれに続く国際水準の理工学教育を遂行する教育

改革を進め、グローバルに活躍してイノベーション創出に貢献でき

る理工系人材を学部・大学院を通じて育成する教育を目指して不断

の改善・充実を図る。 

 

○ 材料科学分野、気象学分野、宇宙物理学分野及び生体情報科学分

野をはじめとする理学の諸分野の研究を推進する。 

 

○ 青森県や地元企業等との受託研究及び共同研究並びに青森県や

各市等への産業振興関係委員会への委員としての参画など、これま

での社会貢献活動の実績を生かし、青森県における産業振興及び理

数教育に貢献する。 
 
○ 教員免許状更新講習の担当及び大学院への積極的な社会人受入

促進により、地域の社会人学び直しに貢献する。 

 

○ 小中高生向けの科学体験学習、高校等への出前授業、市民向け講

座等の積極的展開などを通じ、地域の理数教育、科学技術教育の推

進に貢献する。 

 


